
◇
活
動
方
式

・
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
、
こ
れ
ま
で
８
回
活
動
実
施

・
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
活
動
は

全
て
オ
ン
ラ
イ
ン(

「Z
o
o
m

」
＆

「G
o
o
g
l
e
m
e
e
t

」)

・
卒
業
生
・
埼
玉
大
学
全
学
部

＆
大
学
院
・
全
学
年
・
関
心
の

あ
る
他
大
学
の
方
、
全
員
参
加

Ｏ
Ｋ

・
２
０
２
０
年
２
月
16
日
に
は
、

「
さ
き
た
ま
塾
」
の
前
身
と
な

る
「
第
１
回
Ｏ
Ｇ
Ｏ
Ｂ
交
流
会
」

も
開
催

◇
社
会
人
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
マ

(

代
表
例)

・
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
業
界
で
働
く
と
い

う
こ
と
」(

中
川
和
広
さ
ん

Ｏ

Ｐ
Ｎ
Ａ
Ｃ
株
式
会
社)

・
「
私
の
大
学
生
活
～
新
社
会

人
生
活
」(
外
山
実
季
さ
ん

株

式
会
社
ク
ボ
タ)

・
「
美
術
を
通
じ
た
自
己
実
現

と
社
会
貢
献
」(

小
野
雄
希
さ
ん

大
阪
大
学
大
学
院
修
士
課
程

在
学
中)

・
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
を

め
ぐ
る
議
論
と
法
制
化
を
目
指

し
た
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
活
動
」(

羽

賀
美
樹
さ
ん)

◇
埼
玉
大
学
学
長
も
参
加

・
昨
年
の
交
流
会
で
は
埼
玉
大

学
の
坂
井
学
長
、
重
原
副
学
長
、

柳
澤
副
学
長
、
そ
し
て
教
養
学

部
長
の
野
中
先
生
に
も
ご
参
加

頂
き
ま
し
た
。

ま
た
け
や
き
会
の
役
員
か
ら

は
岡
田
道
程
（
会
長)

、
吉
野
晃

(

副
会
長)

、
萬
年
拓
郎(

副
会
長)

、

堀
江
誠(

常
任
理
事)

、
稲
葉
雅

美(

常
任
理
事)

、
平
野
友
紀(

常

任
理
事)

、
石
原
裕(

常
任
理
事)

も
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

【
今
年
の
取
り
組
み
】

第
二
に
、
今
年
の
取
り
組
み

で
す
。
以
下
３
点
を
実
施
し
ま

す
。

①
プ
レ
ゼ
ン

ま
ず
、
昨
年
同
様
に
、
卒
業

生
が
自
身
の
埼
大
時
代
や
仕
事

に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
し
、
議
論

と
考
察
を
深
め
る
活
動
を
継
続

し
ま
す
。

仕
事
や
様
々
な
活
動
に
邁
進

さ
れ
て
い
る
社
会
人
の
方
々
に

プ
レ
ゼ
ン
し
て
も
ら
う
事
で
、

社
会
人
は
視
野
が
広
が
り
、
在

学
生
は
就
職
活
動
の
参
考
と
な

り
ま
す
。

②
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

ま
た
、
「
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
」

な
ど
の
テ
ー
マ
で
、
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
す
。
社
会

人
の
方
に
３
～
４
名
程
度
登
壇

し
て
も
ら
い
、
仕
事
や
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
「
リ
ア
ル
」
な
悩
み

を
語
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま

す
。社

会
人
の
等
身
大
の
悩
み
を

共
有
＆
議
論
す
る
事
で
、
よ
り

良
い
気
づ
き
が
生
ま
れ
ま
す
。

③
「
プ
レ
さ
き
た
ま
塾
」

そ
し
て
、
Ｏ
Ｂ
で
あ
る
渡
邊

将
平
さ
ん
を
中
心
に
「
プ
レ
さ

き
た
ま
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。

20

代
の
社
会
人
が
「
さ
き
た

ま
塾
」
に
気
軽
に
参
加
で
き
る

よ
う
に
、
若
手
社
会
人
の
み
の

自
主
勉
強
会
を
実
施
し
ま
す
。

「
プ
レ
さ
き
た
ま
塾
」
で
の
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
を
経
験
す
る
事
で
「
さ
き
た

ま
塾
」
に
参
加
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

【
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
】

第
三
に
、
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン

で
す
。

今
後
の
さ
き
た
ま
塾
の
大
目

標

は

「

塾

長

で

あ

る

田

口

氏

（
職
歴
：
日
銀
→
東
京
海
上
→

ク
レ
デ
ィ
ス
イ
ス
証
券
）
の
薫

陶
を
受
け
た
20

代
＆
30

代
が
中

心
と
な
り
、
互
い
に
協
力
し
、

切
磋
琢
磨
す
る
事
で
、
日
本
と

世
界
と
埼
玉
大
学
に
貢
献
す
る
」

で
す
。

そ
し
て
、
ま
ず
目
の
前
の
目

標(

中
目
標)

は
、
以
下
の
３
つ

と
な
り
ま
す
。

①
講
演
＆
プ
レ
ゼ
ン
を
聴
い
て
、

塾
生
が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

＆
行
動
す
る
か
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

す
る

②
田
口
塾
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
個

別
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら

い
、
自
身
の
仕
事
＆
人
生
に
活

か
す

③
塾
生
間
で
互
い
に
協
力
＆
切

磋
琢
磨
し
、
刺
激
し
合
う

教
養
学
部
生
、
埼
大
生
は
非

常
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
為
、

卒
業
生
＆
在
学
生
同
士
で
協
力

し
合
う
事
が
で
き
れ
ば
、
よ
り

豊
か
な
人
生
に
な
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
以

下
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

◇
40
代
～
80
代
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

・
さ
き
た
ま
塾
で
の
後
輩
へ
の

指
導

・
さ
き
た
ま
塾
で
の
活
動
へ
の

寄
付

◇
20
代
～
30
代
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

・
さ
き
た
ま
塾
へ
の
参
加

・
さ
き
た
ま
塾
で
の
学
び
＆
経

験
を
自
身
の
仕
事
＆
人
生
に
活

か
す

◇
在
学
生

・
社
会
人
の
先
輩
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
埼
玉
大
学
の
学
生
生
活
に
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オンラインでの活動

「さきたま塾」の前身となった就活ゼミ

OBOG交流会(中央・岡田会長その右が学部長)
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け や き 会 総 会 に つ い て ( 2 )

新しい「けやき会名簿」を作製します！

【2020年度（令和２年度）けやき会予算】

～昨年度提案、承認されたのものです。

【役員のおもな役割の分担】

会計 萬年拓郎（85国関）
庶務 関根増男（69文人）
寄附講座 栩木 誠（70中文）
さきたま塾 石澤和也（10国関論）
会報・名簿 堀江 誠（81哲思）
ホームカミングデー 飯沼麻儀（85現社）
就活ゼミ 高木眞慈（18ヨ･ア文化）
総会・講演会 稲葉雅美（92哲思）

平野友紀（94現社）

新しい名簿発行に向け、準備がスタートしました。
会員の皆さんのところへ調査票をお送りします。

ご協力よろしくお願いします。

来春４月発行予定

調査票は夏頃に届きます！

名簿は鮮度が命です。会員の最新情報を更新するため皆さんのも

とへ調査票をお送りします。同窓会ネットワークの拡充にご協力

お願いします。

調査票は株式会社サラトから届きます。
↓

返送先は埼玉大学同窓会事務局宛です。

今回も名簿作成作業は、前回同様㈱サラトに委託しております。
㈱サラトは50年近く全国の同窓会名簿を作り続け、県内でも多数
の実績があり、けやき会でも今回で3回目の委託発行となります。
（プライバシーマーク取得済）

※この会報と同封しました「住所不明者連絡カード」の返送先は
株式会社サラトになっております。



同
窓
会
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち

は
。
教
養
学
部
長
の
野
中
で
す
。

け
や
き
会
会
報
に
ご
挨
拶
の
機

会
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
三
月
で
、
学
部
長
と
し

て
の
最
初
の
一
年
が
終
わ
り
ま

す
が
、
ご
想
像
の
通
り
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
コ
ロ
ナ
対
応
に

追
わ
れ
ま
し
た
。
授
業
を
ど
う

行
う
か
に
始
ま
り
、
入
試
を
ど

う
す
る
か
ま
で
、
難
題
続
き
の

一
年
と
な
り
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
で
も
報
道
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
本
学
を
含
め
、

首
都
圏
の
大
学
は
軒
並
み
遠
隔

授

業

と

な

り

、

大

学

生

た

ち

（
と
く
に
新
入
生
）
は
不
満
と

孤
独
感
、
経
済
的
困
窮
に
苛
ま

れ
て
い
ま
す
。
埼
玉
大
学
で
は

坂
井
新
学
長
の
下
、
い
ち
早
く

困
窮
学
生
へ
の
経
済
的
支
援
を

行
い
、
昨
春
、
全
国
的
に
報
道

さ
れ
た
こ
と
は
ご
記
憶
の
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
そ

れ
に
際
し
て
、
け
や
き
会
含
め
、

埼
玉
大
学
同
窓
会
か
ら
多
大
な

ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
教
養
学

部
の
教
員
た
ち
も
、
親
睦
会
積

立
金
か
ら
30

万
円
を
寄
付
す
る

な
ど
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
け
や
き
会
で
は
総
会

を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例
年
通
り
、

学
部
教
育
支
援
金
（
10

万
円
）

と
け
や
き
賞
（
５
万
円
×
２
人
）

を
い
た
だ
き
、
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
２
０
２
０
年
10

月
に
岡

田
会
長
が
わ
ざ
わ
ざ
大
学
ま
で

お
出
で
に
な
り
、
賞
状
と
副
賞

を
お
届
け
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

学
部
へ
の
支
援
金
は
教
養
学
部

資
料
セ
ン
タ
ー
の
学
生
用
図
書

の
充
実
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
け
や
き
賞
に
つ

い
て
は
、
教
養
学
部
か
ら
大
学

院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
に
内

部
進
学
し
た
学
生
二
名
（
吉
田

優
希
さ
ん
、
笠
原
万
理
子
さ
ん
）

を

推

薦

申

し

上

げ

、

お

認

め

い

た

だ

き

ま

し
た
。

今

や

教

養

学

部

の

名

物

授

業

と
い
っ
て
よ
い
「
経
済
事
情
」

と
「I

n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n

t
o

J
a
p
a
n

e
s
e

C
u
l
t
u
r
e

」
も
例
年
通
り
開

講
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
ひ

と
え
に
栩
木
前
会
長
、
加
藤
基

さ
ん
（
本
学
フ
ェ
ロ
ー
）
の
ご

尽
力
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
う

い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、
学
生
た

ち
は
先
輩
方
の
言
葉
を
強
く
心

に
受
け
止
め
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
以
外
に
も
、
け
や
き
会

の
若
き
リ
ー
ダ
ー
、
石
澤
和
也

さ
ん
と
高
木
眞
慈
さ
ん
を
中
心

と
す
る
就
活
ゼ
ミ
、
田
口
美
一

さ
ん
を
擁
し
た
「
さ
き
た
ま
塾
」

な
ど
、
就
職
支
援
で
も
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
卒
業
予
定
者
の
進
路
決
定
率

は
、
当
初
案
じ
て
い
た
よ
り
良

い
も
の
で
、
け
や
き
会
の
サ
ポ
ー

ト
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

来
年
度
以
降
も
お
取
組
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

困
難
な
時
ほ
ど
、
同
窓
会
と

の
結
び
つ
き
が
強
く
、
あ
り
が

た
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
学
生
た

ち
は
と
い
う
と
、
今
後
の
見
通

し
が
不
透
明
な
中
、
不
安
や
諦

め
の
言
葉
を
漏
ら
す
こ
と
も
多

い
の
で
す
が
、
そ
ん
な
彼
ら
を

慰
め
、
励
ま
す
言
葉
を
発
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か

と
自
己
を
ふ
り
返
る
毎
日
で
す
。

実
社
会
で
同
様
に
（
あ
る
い
は

そ
れ
以
上
に
）
ご
苦
労
さ
れ
て

い
る
で
あ
ろ
う
先
輩
方
と
の
コ

ン

タ

ク

ト

に

よ

っ

て

、

こ

の

「
異
常
な
日
常
」
を
新
し
い
角

度
か
ら
見
つ
め
直
す
機
会
を
得

ら
れ
る
の
で
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
け
や
き
会
と

教
養
学
部
の
協
力
関
係
が
深
く
、

強

い

も

の

に

な

っ

て

い

く

こ

と

を

願

い

、

学

部

長

と

し

て

尽

力

し

た

い

と

考

え

て

お

り
ま
す
。
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教
養
学
部
長

野
中

進

学
部
長
あ
い
さ
つ

２
／
28
さ
き
た
ま
塾(

続
き
）

後
半
は
Ｔ
Ｖ
の
ヒ
ッ
ト
番
組
の

さ
ま
ざ
ま
な
名
言
か
ら
自
分
の
生

き
方
と
社
会
課
題
を
問
う
ク
ロ
ス

ト
ー
ク
。

４
人
の
パ
ネ
ラ
ー
の
就
活
時
の

軸
と
現
在
の
キ
ャ
リ
ア
を
紹
介
し

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
出
会
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と
ど
う
向
き
合

い
解
決
し
た
か
を
話
し
合
い
ま
し

た
。

次回以降の「さきたま塾」の情報は、

けやき会ホームページでもお知らせします。

古
本
募
金
で

母
校
の
応
援古

本
募
金
は

こ
ち
ら
。
↓

埼玉大学古本募金は、古本（ＤＶＤもＯＫ）を

送っていただき、その査定額を埼玉大学基金に

寄付する取り組み。５点以上は送料無料。

詳しくは「埼玉大学 古本募金」で検索して

みてください。

2021年1月現在の実績

寄附冊数

27,289冊

寄付金額

1,036,539円

と
考
え
て
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
に

よ
り
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
う
と
の
こ
と
で
し
た
。

続
い
て
、
大
学
生
協
の
河
本
専

務
理
事
に
も
伺
い
ま
し
た
。

■
コ
ロ
ナ
で
変
わ
っ
た
こ
と

学
生
が
来
な
く
な
っ
た
の
が

一
番
。
大
学
生
協
は
大
学
の
中

だ
け
の
事
業
、
学
生
が
来
な
け

れ
ば
始
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
の
な

か
で
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
い
ま

す
。

■
食
堂

第
二
食
堂
は
、
従
来
の
飲
食

は
休
止
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
み

の
営
業
。
ど
ん
ぶ
り
、
麺
、
カ

レ
ー
と
ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
の
弁

当
を
週
替
わ
り
で
提
供
、
皆
さ

ん
、
研
究
室
な
ど
に
持
ち
帰
り

食
べ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

第
一
食
堂
は
、
昼
だ
け
の
営

業
と
し
て
飲
食
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

学
生
が
来
な
く
な
り
、
販
売

量
は
減
っ
た
も
の
の
、
再
開
時

に
向
け
て
食
材
の
供
給
体
制
は

維
持
す
る
必
要
が
あ
り
、
運
送

会
社
と
の
提
携
の
維
持
調
整
に

も
苦
労
し
て
い
ま
す
。

■
物
販
な
ど

昨
年
４
月
は
教
科
書
な
ど
の

販
売
は
全
て
ネ
ッ
ト
で
の
受
注
、

配
送
と
な
り
ま
し
た(

一
部
手
渡

し)

。
秋
は
手
渡
し
も
増
え
た
も

の
の
多
く
は
ネ
ッ
ト
で
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
向
け
て

Ｐ
Ｃ
な
ど
の
取
り
扱
い
も
強
化

し
て
い
ま
す
。
た
だ
大
手
の
ネ
ッ

ト
通
販
と
の
価
格
競
争
に
は
か

な
わ
な
い
の
で
、
そ
の
代
わ
り

Ｐ
Ｃ
販
売
の
み
の
展
開
で
は
な

く
先
輩
の
体
験
な
ど
を
交
え
な

が
ら
の
使
い
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

(

講
習
会)

な
ど
の
独
自
の
要
素

を
入
れ
、
大
学
生
協
の
強
み
を

生
か
し
た
販
売
を
工
夫
し
て
い

ま
す
。

■
今
後
の
展
望

会
食
が
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
売
り
上
げ
は
半
減
し
ま
し

た
。
今
後
対
面
授
業
も
増
え
る

と
思
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
前
の

水
準
に
戻
す
の
は
容
易
で
は
な

さ
そ
う
。
大
学
・
生
協
に
来
な

く
て
も
生
協
を
利
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
Ｗ
Ｅ
Ｂ
な
ど
様
々
な

工
夫
を
し
、
ア
ピ
ー
ル
を
し
て

い
き
た
い
で
す
。
ま
た
学
生
生

活
・
友
だ
ち
作
り
の
お
手
伝
い

も
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
で
で
き
る

よ
う
構
想
し
て
い
ま
す
。

(

取
材:

堀
江
誠
）

第
４
回

文
理
学
部

人
文
科
昭
和
33
年
入
学
同
窓
会

林
田
武
久

２
０
１
３
年
３
月
銀
座
の
銀

座
四
季
（
14

名
参
加
）
で
開
催

し
た
第
３
回
か
ら
６
年
振
り
に

８
名
参
加
で
京
橋
の
美
々
卯
京

橋
で
第
４
回
と
な
る
同
窓
会
を

２
０
１
９
年
３
月
29
日
に
開
催
。

（
９
名
の
予
定
が
、
会
場
に
い

ち
ば
ん
近
く
に
住
む
一
人
が
、

当
日
急
な
頭
痛
で
、
カ
レ
ン
ダ
ー

に
印
を
付
け
、
案
内
状
を
机
上

に
置
き
な
が
ら
、
会
の
事
を
失

念
、
病
院
へ
行
く
一
念
で
連
絡

も
せ
ず
、
ま
た
、
連
絡
も
取
れ

ず
、
と
う
と
う
最
後
ま
で
現
れ

な
か
っ
た
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ

が
有
り
ま
し
た
が
）

当
日
は
、
曇
天
で
寒
い
日
で

し
た
が
、
遠
く
は
福
島
の
喜
多

方
か
ら
の
参
加
で
、
当
然
な
が

ら
、
会
は
思
い
出
話
に
花
が
咲

き
、
熱
く
盛
り
上
が
り
、
あ
っ

と
い
う
間
に
予
定
時
間
を
オ
ー

バ
ー
、
会
場
の
ご
厚
意
で
延
長

し
て
頂
く
有
様
で
、
後
ろ
髪
を

引
か
れ
る
思
い
で
、
解
散
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
時
の
様
子
を
幹
事
の
一

人
で
棚
瀬
（
旧
姓
、
佐
藤
）
さ

ん
が
３
首
の
歌
に
ま
と
め
ま
し

た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

〇
旧
姓
が
飛
び
交
い
て
い
る
賑

は
ひ
に
埼
大
ク
ラ
ス
会
は
幕
を

下
ろ
し
ぬ

〇
６
０
年
経
て
ば
皆
後
期
高
齢

者
最
後
の
ク
ラ
ス
会
は
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ

〇
教
授
と
の
交
は
り
深
し
青
春

の
輝
き
充
つ
る
学
生
時
代
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ミ
ニ
同
窓
会
報
告

ミ
ニ
同
窓
会
に

補
助
金
を
支
援
！

８
名
以
上
の
同
窓
生
の
集
ま
り

に
け
や
き
会
よ
り
１
万
円
補
助

し
ま
す
。
同
期
生
や
先
生
を
囲

む
会
な
ど
企
画
し
て
、
同
窓
生

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
げ
ま
し
ょ

う
！

※
補
助
金
申
請
に
つ
い
て
は
事
務
局
へ

メ
ー
ル
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
地
で
開
催
さ
れ
た
同
窓
会
・

ミ
ニ
同
窓
会
の
報
告
で
す
！

み
ん
な
元
気
で
す
か
？

大
学
生
協
に
聞
く

テイクアウトの
メニュー

カレーライス
￥264

ラーメン
￥363

丼もの
￥410

ヒレカツカレー
￥418

サバ塩弁当
チキン南蛮弁当

￥450

←(上）第二食堂
←(下）第一食堂

テーブルの上にアクリルの仕切り
（第二食堂）↓



私
は
１
９
９
５
年
に
教
養
学

部
文
化
人
類
学
コ
ー
ス
を
卒
業

し
、
そ
の
ま
ま
大
学
院
に
進
学
。

１
９
９
７
年
に
文
化
科
学
研
究

科
を
卒
業
し
ま
し
た
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
神
話
や
物

語
、
海
外
の
文
化
風
習
に
興
味

が
あ
っ
た
私
に
と
っ
て
、
埼
玉

大
学
教
養
学
部
は
天
国
の
よ
う

な
と
こ
ろ
で
し
た
。
自
分
の
好

き
な
授
業
を
自
由
に
受
け
ら
れ
、

ど
の
先
生
も
親
切
に
ご
指
導
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
文
化
人
類
学

の
先
生
方
は
と
く
に
個
性
的
で
、

今
で
は
許
さ
れ
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
研
究
室
の
本
の
谷

間
で
お
酒
を
ご
一
緒
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

図

書

館

の

書

庫

に

は

戦

前

の

本

も

あ

り

、

語

学
も
ア
ラ
ビ
ア
語
か
ら
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
や
古
典
ギ
リ
シ
ャ

語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
ま
で
学
習
で

き
ま
し
た
。
当
時
、
私
は
朝
か

ら
夕
方
ま
で
授
業
を
受
け
ま
く
っ

て
い
ま
し
た
。

大
好
き
な
時
間
と
空
間
で
し

た
が
、
研
究
者
に
進
む
頭
脳
も

な
く
、
当
時
付
き
合
っ
て
い
た

彼
女
と
結
婚
す
る
こ
と
を
決
め
、

卒
業
、
結
婚
、
就
職
を
１
９
９

７
年
３
月
の
１
か
月
あ
ま
り
の

間
に
す
べ
て
こ
な
し
ま
し
た
。

今
思
っ
て
も
、
先
生
方
や
先
輩

方
の
サ
ポ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
で

き
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

少
し
で
も
文
化
の
香
り
に
触

れ
て
い
た
い
と
就
職
活
動
は
出

版
社
一
筋
で
し
た
。
当
時
か
ら

出
版
社
は
厳
し
い
業
界
で
募
集

は
少
な
く
、
そ
れ
で
も
な
ん
と

か
専
門
出
版
社
に
滑
り
込
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ど
う
い
う
運
命

か
、
今
で
は
亡
き
岳
父
の
あ
と

を
つ
い
で
中
小
企
業
の
経
営
を

し
て
い
ま
す
。
広
島
に
家
族
と

引
っ
越
し
て
12

年
経
ち
、
お
好

み
焼
き
の
味
に
も
慣
れ
、
広
島

弁
も
怖
い
と
思
わ
な
く
な
り
ま

し
た
（
け
っ
し
て
、
私
が
怖
い

広
島
弁
を
し
ゃ
べ
る
か
ら
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）
。

広
島
は
自
然
も
近
く
食
事
も

お
い
し
い
。
適
度
に
都
会
で
住

み
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。
カ
ー

プ
の
話
を
す
れ
ば
、
た
い
て
い

の
お
じ
さ
ん
と
仲
良
く
な
れ
ま

す
（
最
近
は
女
子
と
も
仲
良
く

な
れ
ま
す
）
。

思
え
ば
、
学
生
の
と
き
に
考

え
て
い
た
道
と
は
大
き
く
外
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
も
し
か
し

た
ら
、
平
日
は
京
都
で
大
学
の

先
生
と
出
版
の
打
合
せ
を
し
、

休
日
は
自
転
車
で
古
刹
め
ぐ
り

や
釣
り
を
し
て
い
る
生
活
を
し

て
い
た
か
と
夢
想
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
人

生
に
不
満
が
あ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

学
生
の
頃
に
考
え
て
い
た
の
と

は
別
の
形
で
自
己
実
現
を
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。私

が
刷
新
し
た
経
営
理
念
は
、

中
国
の
古
典
か
ら
取
り
ま
し
た
。

中

国

へ

の

興

味

を

引

き

出

し

て

く

だ

さ

っ

た

東

洋

史

の

先

生

、

中

国

文

学

の
先
生
の
お

か
げ
で
す
。

会
社
で
は
、

早
く
か
ら
多

様
性
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
軸
に

し
て
経
営
を

進
め
て
い
ま

す
。
文
化
人
類
学
で
相
対
主
義

や
多
様
性
に
つ
い
て
学
ん
だ
お

か

げ

で

す

。

岳

父

か

ら

引

き

継

い

だ

会

社

の

基

盤

を

も

と

に

、

国

際

的

な

舞

台

で

先

進

分

野

に

進

む

こ

と
を
虎
視
眈
々

と
狙
う
の
も
、

根

っ

こ

に

は

異

文

化

へ

の

あ

こ

が

れ

が

あ

る

と

思

い

ま
す
。

昨

年

、

会

社
は
80

周
年

を

迎

え

ま

し

た

。

こ

の

後

の

１

０

０

年

に

向

け

た

取

り

組

み

を

考

え
る
に
つ
け
、

「
知
の
探
究
」

を

思

う

存

分

さ
せ
て
く
れ
て
、
今
の
私
を
作
っ

て
く
れ
た
埼
玉
大
学
に
感
謝
を

覚
え
ま
す
。

一
番
大
事
な
も
の
も
、
埼
玉
大

学
で
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

当
時
付
き
合
っ
て
い
た
彼
女
、

つ
ま
り
私
の
奥
さ
ん
で
す
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
学
び
就

職
す
る
方
々
に
一
言
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
人
生
は
予
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株式会社日本パーカーライジング広島工場は、1940年に中国地方における金属

表面処理の会社として設立されました。金属表面処理とは、鉄などの金属の上に

化学的に被膜をつけることで、防錆、塗装下地、潤滑性などの機能を付与する処

理です。現在では自動車、鉄鋼、電機機器、一般機械部品、造船などありとあら

ゆる金属に必須の工程となっています。

表面処理事業で拡大する一方、1946年には日本でもいち早く道路標識の製造を

手掛け、その後のモータリゼーションの流れに乗り設計、製造、施工と業務を拡

大。日本でも大手の交通安全標識の会社となりました。

今ではNEXCOや首都高速道路などで工事を受注するほか、メ

ンテナンスや維持補修の業務も行っ

ています。

その後も積極的な事業展開を続け、

建築内装事業を東京に展開、航空機

エンジンの表面処理にも進出してい

ます。今後もニッチな分野に特化し

た技術で、異業種や海外への進出を

目指していきます。
一番新しい

表面処理ライン 航空機エンジンの例

CSRで海ごみゼロに参加

同
窓
生
か
ら

広
く
各
地
で
活
躍
す
る

同
窓
生
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

「
人
生
は
予
期
せ
ぬ
物
語
」

中
山

文
宣

(

株)

日
本
パ
ー
カ
ー
ラ
イ
ジ
ン
グ

広
島
工
場

代
表
取
締
役
社
長

（
95
年
卒
・
文
化
人
類
学
コ
ー
ス
）

出張先の中国で

意
識
す
る
だ
け
で
学
生
生
活
が

変
わ
る
と
思
い
、
１
～
２
年
生

で
就
活
ゼ
ミ
のT

w
i
t
t
e
r

を
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
る
方
に
声
を
か
け

数
回
活
動
紹
介
を
し
ま
し
た
。

■
成
果
は
着
々
と

そ
ん
な
就
活
ゼ
ミ
で
は
昨
年

度
参
加
者
20

名
の
約
半
数
が
第

一
志
望
群
か
ら
内
定
を
獲
得
し

ま
し
た
。
難
易
度
の
高
い
企
業

か
ら
内
定
獲
得
が
で
き
た
の
は

自
粛
期
間
中
の
活
動
が
命
運
を

分
け
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

例
年
他
大
学
と
は
、
早
期
の

選
考
対
策
と
手
厚
い
就
職
支
援

に
よ
っ
て
差
が
つ
き
、
そ
れ
ら

が
そ
の
ま
ま
合
否
の
差
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

今
年
は
自
粛
期
間
中
に
就
職

活
動
に
専
念
で
き
る
学
生
が
増

え
た
こ
と
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
他

大
学
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
が
制

限
さ
れ
た
こ
と
で
ア
ド
バ
ン
テ
ー

ジ
が
縮
ま
り
結
果
に
表
れ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

出
遅
れ
て
就
職
活
動
を
始
め

た
学
生
も
コ
ロ
ナ
禍
で
急
成
長

し
面
接
を
突
破
し
て
い
き
ま
し

た
。
彼
ら
は
埼
玉
大
学
生
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
を
見
せ
、

後
輩
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。

■
す
べ
て
の
人
に
メ
リ
ッ
ト

進
路
支
援
活
動
を
す
る
こ
と

は
、
学
生
と
そ
の
親
御
さ
ん
、

教
授
、
大
学
、
社
会
、
の
す
べ

て
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
感
じ

ま
す
。

学

生

が

希

望

す

る

進

路

を

実

現

す

る

と

、

学

生

と

親
御
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
卒
論

に
割
け
る
時
間
が
増
え
て
教
授

は
喜
び
、
大
学
の
内
定
実
績
が

増
え
、
社
会
に
イ
キ
イ
キ
と
働

く
人
が
増
え
る
か
ら
で
す
。
そ

れ
に
、
大
学
生
活
は
貴
重
で
す
、

今
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
の
に
就
職
活
動
に
多

く
の
時
間
を
奪
わ
れ
て
欲
し
く

な
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
進
路
実
現
の
環
境
と

機
会
を
創
出
す
べ
く
、
様
々
な

取
り
組
み
に
挑
戦
す
る
つ
も
り

で
す
。

最
後
に
活
動
を
支
援
し
て
く

だ
さ
る
み
な
さ
ま
へ
、
こ
の
場

を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
も
就

活
ゼ
ミ
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
。

就
職
活
動
を
始
め
た
頃
は
自

粛
期
間
と
も
重
な
り
、
１
人
で

こ
れ
か
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え

る
こ
と
が
大
変
苦
痛
で
し
た
。

見
通
し
の
立
た
な
い
状
況
下
で
、

夢
や
希
望
だ
け
で
は
い
か
な
い

将
来
設
計
、
ま
た
自
分
自
身
と

向
き
合
う
こ
と
の
厳
し
さ
を
痛

感
し
ま
し
た
。

し
か
し
就
活
ゼ
ミ
を
始
め
と

し
た
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
友
人
、

そ
し
て
高
木
さ
ん
の
よ
う
に
学

生
を
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
社
会
人
の
方
々
と
出
会
い
、

前
を
向
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

就
活
を
始
め
る
前
ま
で
は
、

就
活
は
仕
事
を
得
る
こ
と
が
全

て
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
就
活
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

立
ち
止
ま
っ
て
こ
れ
ま
で
の
自

分
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
先

歩
む
道
を
決
め
る
た
め
の
分
岐

点
で
あ
る
と
気
づ
き
ま
し
た
。

そ
の
岐
路
で
友
人
や
社
会
人
の

方
、
家
族
と
今
ま
で
以
上
に
深

く
話
せ
た
こ
と
で
、
見
失
っ
て

い
た
自
分
の
良
さ
や
他
人
の
素

晴
ら
し
さ
に
気
が
付
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
自
分
の
目
標
達

成
に
向
け
て
だ
け
で
は
な
く
、

私
を
助
け
て
く
れ
る
人
達
の
よ

う
に
誰
か
を
支
え
ら
れ
る
社
会

人
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

経
済
学
部
21

年
卒
の
四
辻
明

大
と
申
し
ま
す
。
４
月
か
ら
化

学
系
の
専
門
商
社
で
働
き
ま
す
。

６
月
に
終
え
た
「
コ
ロ
ナ
就
活
」

の
感
想
は
悲
観
的
な
見
方
を
す

る
人
も
い
ま
す
が
、
私
は
メ
リ
ッ

ト
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

第
１
に
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
な

の
で
自
宅
か
ら
出
る
必
要
が
な

く
、
交
通
費
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

21

年
卒
の
就
職
活
動
で
は
４
月

以
降
は
最
終
面
接
も
含
め
て
一

度
も
対
面
の
面
接
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

第
２
に
移
動
時
間
が
な
い
分
、

多
く
の
企
業
を
受
験
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
が
広
が
り
ま
す
。
精
神
的

に
タ
フ
で
し
た
が
、
１
週
間
に

最
多
で
16

社
の
面
接
を
受
け
て

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
採
用

人
数
が
削
ら
れ
て
い
る
の
で
、

エ

ン

ト

リ

ー

数

を

増

や

し

て

「
無
内
定
」
の
リ
ス
ク
を
減
ら

す
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
し

た
。第

３
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
な
か
っ
た
の
で
そ
の

分
選
考
対
策
の
負
担
が
軽
く
な
っ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
22

卒
の

皆
さ
ん
は
コ
ロ
ナ
を
前
向
き
に

捉
え
て
就
活
を
頑
張
っ
て
欲
し

い
で
す
！

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
就
活

ゼ
ミ
を
通
じ
て
高
木
さ
ん
と
い

う
素
晴
ら
し
い
専
属
コ
ー
チ
と

出
会
え
ま
し
た
。
面
接
で
の
言

葉
遣
い
か
ら
内
定
獲
得
ま
で
支

援

し

て

い

た

だ

き

、

無

事

に

「
終
活
」
で
き
ま
し
た
。

ま
た
石
澤
さ
ん
が
用
意
し
て

下
さ
っ
た
就
活
対
策
資
料
も
大

い
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

特
に
質
問
集
を
参
考
に
回
答
を

用
意
し
て
お
く
こ
と
で
面
接
で

は
全
て
の
質
問
に
即
答
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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参
加
者
の
声

前
を
向
か
せ
て
く
れ
た

就
活
ゼ
ミ

木
内
菜
奈
未

（
ア
メ
リ
カ
研
究
専
攻
三
年
）

コ
ロ
ナ
就
活
に
も
メ
リ
ッ
ト

四
辻
明
大

（
経
済
学
部
21
卒
）



係
に
つ
い
て
多
く
の
著
名
な
ゲ

ス
ト
か
ら
学
び
を
得
る
だ
け
で

な
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
も
互
い

を
高
め
あ
う
こ
と
の
で
き
る
日

米
の
友
人
と
の
出
会
い
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。

そ
の
経
験
か
ら
、
良
好
な
国

際
関
係
を
保
つ
た
め
に
は
、
将

来
の
社
会
を
担
う
人
材
の
育
成

が
必
須
で
あ
る
と
感
じ
、
将
来

は
日
米
関
係
に
関
わ
る
仕
事
に

携
わ
り
た
い
と
い
う
思
い
が
一

層
強
く
な
り
ま
し
た
。

T
O
M
O
D
A
C
H
I

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で

は
、
日
本
人
学
生
向
け
の
渡
米

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
米
国
人
学
生
向

け
の
訪
日
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
さ
ら

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
で
行
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
様
々
な
形
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
運
営
し
て
お
り
、
そ
の
テ
ー

マ
も
教
育
、
文
化
交
流
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
多
岐
に
わ
た
り

ま
す
。

私
は
、
参
加
者
が
最
初
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
得
た
学
び
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
深
め
る
た
め
の

更
な
る
機
会
を
提
供
す
る
「
ア

ラ
ム
ナ
イ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

対
面
で
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

全
て
延
期
・
中
止
に
な
り
、
厳

し
い
状
況
に
直
面
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
ア
ラ
ム
ナ
イ
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
へ
と
舵
を
切
り
、
２
０
２
０

年
を
通
し
て
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
様
々
な

活
動
が
自
粛
と
な
る
中
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
た
仲
間
と
つ
な
が
り
、

学
ん
だ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
す
る
場
を
得
る
こ
と
が
で
き

て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
の
声

が
多
数
聞
か
れ
ま
し
た
。

埼
玉
大
学
で
の
学
び
や
経
験

が
、
こ
の
よ
う
に
次
世
代
の
若

者
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
は
大
変
誇
り
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
若
者
の
育
成
を

通
し
て
日
米
関
係
の

強
化
に
貢
献
で
き
る

よ
う
、
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

埼
大
生
活
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

は
遠
距
離
通
学
。
南
与
野
駅
が

寒
い
の
で
電
車
を
待
つ
場
所
が

限
ら
れ
る
こ
と
を
チ
ャ
ッ
カ
リ

ね
こ
は
フ
ル
活
用
。
フ
ラ
ン
ス

語
１
が
つ
い
に
３
年
目
に
な
っ

た
と
泣
き
つ
い
た
当
時
の
終
点

新
宿
ま
で
一
緒
の
先
輩
。
お
茶

大
博
士
に
進
ま
れ
ま
し
た
ね
。

フ
ラ
ン
ス
語
は
今
も
綴
り
も

読
め
な
い
け
ど
あ
の
時
の
先
輩

と
の
会
話
練
習
を
ヒ
ン
ト
に
楽

し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

渡
り
歩
き
な
が
ら
独
学
で
ス
ペ

イ
ン
語
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
当
時
ス
ペ
イ
ン
語
は

第
二
外
国
語
に
な
か
っ
た
の
で
。

い
つ
も
武
蔵
浦
和
ま
で
ご
一

緒
し
た
メ
キ
シ
コ
地
域
研
究
の

非
常
勤
の
先
生
は
後
に
早
稲
田

大
学
学
部
長
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

津
田
塾
か
ら
上
智
の
大
学
院
で

早
稲
田
の
要
職
っ
て
ス
ゴ
す
ぎ
。

お
世
話
に
な
っ
た
方
の
総
数
想

像
つ
か
な
い
な
。
教
養
学
部
だ

け
じ
ゃ
な
い
し
。
今
な
ら
グ
グ

れ
の
一
言
か
な
。
難
し
く
悩
む

人
よ
り
こ
う
い
う
人
こ
そ
文
化

人
類
学
に
向
い
て
い
る
と
信
じ

ま
し
た
が
学
力
が
お
よ
び
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
の
後
ス

ペ
イ
ン
語
の

ネ
イ
テ
ィ
ブ

チ
ェ
ッ
ク
を

頼
ん
だ
ペ
ル
ー

人
労
働
者
と

結
婚
。
名
簿

の
住
所
は
古
く
今
は
埼
玉
県
内

に
戻
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
私

で
よ
か
っ
た
ら
メ
ル
友
に
な
り

ま
し
ょ
う
。
け
や
き
会
経
由
転

送
で
い
い
で
す
か
？

母
校
の
発
展
と
同
窓
生
の
ご
活

躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
で
も
コ
ロ
ナ
禍
で

大
変
で
す
。
公
道
を
散
歩
す
る

に
も
他
者
と
は
２
ｍ
ほ
ど
の
距

離
を
取
る
べ
し
、
大
声
を
出
さ

ぬ
こ
と
、
一
度
に
３
人
以
上
は

屋
内
に
入
れ
ぬ
こ
と
・
・
・
云
々
、

多
く
の
規
制
が
あ
り
ま
す
。
空

手
も
道
場
で
は
何
を
や
っ
て
い

る
か
判
ら
ぬ
運
動
ば
か
り
で
と

に
か
く
困
っ
て
い
ま
す
。
早
く

こ
の
変
則
的
な
生
活
か
ら
抜
け

出
し
た
い
も
の
で
す
。

旅
行
も
空
港
で
の
検
疫
期
間

が
２
週
間
あ
り
、
そ
の
間
も
指

定
の
場
所
が
事
前
登
録
し
た
ホ

テ
ル
な
ど
に
缶
詰
め
に
さ
れ
ま

す
。
そ
れ
故
に
我
が
家
は
も
う

２
回
、
日
本
行
き
の
航
空
便
を

キ
ャ
ン
セ
ル
し
ま
し
た
。

日
本
で
も
忘
年
会
と
か
同
窓

会
は
禁
止
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

い
つ
か
埼
玉
大
学
１
期
生
の
飲

み
会
に
参
加
し
た
い
も
ん
で
す

が
、
い
つ
に
な
る
こ
と
や
ら
…
。

我
々
は
高
齢
者
（
日
本
で
は

１
期
生
は
今
年
度
中
に
全
員
後

期
高
齢
者
に
な
り
ま
す
）
に
な

る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

お
互
い
気
を
付
け
て
参
り
ま
し
ょ

う
。

（
オ
ラ
ン
ダ
在
住
空
手
道
場
主
）
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ネ
コ
が
大
学
に
行
っ
た
な
ら

～
埼
京
線
物
語

田
沼

美
知
子

（
91
年
卒
・
文
化
人
類
学
）

オ
ラ
ン
ダ
か
ら

コ
ロ
ナ
の
ミ
ニ
報
告

高
橋

康
夫

（
69
年
卒
・
国
際
関
係
）

２
０
２
０
年
３
月
31
日
付
退
職

武
井

和
人
教
授

成
田

健
太
郎
准
教
授

２
０
２
０
年
４
月
１
日
付

准
教
授
昇
任

鮮
于

媚
（
そ
ぬ

み
）

准
教
授

髙
畑

悠
介
准
教
授

２
０
２
１
年
３
月
31
日
付
退
職

山
崎

敬
一
教
授

フ
ラ
イ
デ
ー

カ
ー
ル
教
授

明
星

聖
子
教
授

小
野
寺

史
郎
准
教
授

教
員
の
異
動

TOMODACHI RISEリーダーシップ・プログラム

2020年度オリエンテーションの様子

（本人は左下）

こ
の
た
び
は
第
二
回
「
け
や

き
賞
」
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り

光
栄
に
思
い
ま
す
。

私
は
現
在
、
十
八
か
ら
十
九

世
紀
に
活
躍
し
た
英
国
の
画
家
、

Ｊ
・
Ｍ
・
Ｗ
・
タ
ー
ナ
ー
を
研

究
し
て
い
ま
す
。

卒
業
論
文
で
は
彼
の
風
景
画

を
、
十
八
世
紀
に
流
行
し
た
美

学
思
想
、
及
び
彼
が
影
響
を
受

け
て
い
た
詩
の
自
然
描
写
と
結

び
つ
け
て
論
じ
ま
し
た
。

修
士
論
文
で
は
、
カ
ル
タ
ゴ

の
盛
衰
を
主
題
と
し
た
彼
の
対

作
品
が
当
時
の
英
国
の
情
勢
と

関
係
し
て
い
る
と
い
う
先
行
研

究
に
立
脚
し
、
当
時
の
人
々
は

彼
が
作
品
に
込
め
た
社
会
的
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
容
し
て
い
た
の
か

を
多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
明

ら
か
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。数

多
あ
る
タ
ー
ナ
ー
の
作
品

の
中
で
、
私
は
特
に
彼
が
二
十

代
か
ら
三
十
代
の
頃
に
描
い
た

油
彩
画
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
す
。

過
去
の
風
景
画
家
の
画
風
を
熱

心
に
学
ん
だ
成
果
と
、
タ
ー
ナ
ー

の
強
み
で
あ
る
建
築
物
の
正
確

な
描
写
、
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
に
基

づ
く
写
実
的
な
自
然
の
表
現
が

融
合
し
た
絵
は
、
一
言
で
表
す

と
「
か
っ
こ
い
い
」
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
画
家
と
作
品
へ

の
敬
意
を
忘
れ
ず
、
研
究
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
は
け
や
き
賞
を
賜
り

ま
し
て
、
た
い
へ
ん
光
栄
に
思

い
ま
す
。
私
に
は
身
に
余
る
よ

う
な
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、
賞

に
恥
じ
ぬ
よ
う
に
一
層
精
進
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
が
こ
の
賞
を
い
た

だ
く
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
研
究

を
し
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
こ

れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
研
究
を
し

て
い
く
つ
も
り
な
の
か
、
手
短

に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
思
い
ま
す
。

私
は
哲
学
を
専
攻
し
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
も
十
七

世
紀
に
活
躍
し
た
フ
ラ
ン
ス
の

哲
学
者
ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
（
の

さ
ら
に
そ
の
思
想
の
一
部
）
を

対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。

卒
業
論
文
に
お
い
て
は
、
彼

の
「
動
物
機
械
論
」
な
る
立
場

は
、
字
面
か
ら
誤
解
を
招
く
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
視
点
か

ら
彼
の
考
え
を
再
構
成
す
る
こ

と
を
試
み
ま
し
た
。

今
後
の
研
究
と
し
ま
し
て
は
、

彼
の
『
情
念
論
』
と
い
う
著
作

に
光
を
当
て
な
が
ら
、
彼
の
情

動
理
論
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
か
に
つ
い
て
取
り
組
も
う
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
見
慣
れ
な

い
で
あ
ろ
う
専
門
用
語
を
多
く

使
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ご

覧
の
皆
様
の
興
味
を
少
し
で
も

惹
く
こ
と
が
で
き
た
の
な
ら
幸

い
で
す
。

重
ね
て
に
な
り
ま
す
が
、
此

度
の
賞
に
恥
じ
ぬ
よ
う
一
層
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

2021年4月1日発行 会報 けやき会2021

9

受
賞
の
お
礼

吉
田

優
希

けやき会学生顕彰

第二回けやき賞

特別優秀な在学生を称え、その
研究活動を後押しすべく創設さ
れた『けやき賞』その第二回は、
笠原万理子さんと吉田優希さん
が受賞されました。おめでとう
ございます。お二人の一層の飛
躍をお祈りします！

笠
原

万
理
子
さ
ん

埼
玉
大
学
大
学
院

人
文
社
会
科
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
１
年

（
推
薦
理
由
）

２
０
２
０
年
３
月
、
教
養
学
部

卒
。
卒
業
論
文
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

文
化
専
攻
の
優
秀
卒
論
に
選
ば

れ
る
。
本
年
４
月
か
ら
大
学
院

に
進
学
。
現
在
、
修
士
論
文
執

筆
に
向
け
て
、
勉
学
中
。

け
や
き
賞
受
賞
者

受
賞
の
お
礼

笠
原

万
理
子

笠原さんには2019年号の当会報

に「充実した大学生活」との寄

稿をいただいています。

ご参照ください。

吉
田

優
希
さ
ん

埼
玉
大
学
大
学
院

人
文
社
会
科
学
研
究
科

博
士
前
期
課
程
１
年

（
推
薦
理
由
）

教
養
学
部
初
の
「
５
年
一
貫
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
生
と
し
て
、
２
０

１
９
年
９
月
に
３
年
半
で
学
士

課
程
を
修
了
し
、
同
年
10
月
か

ら
大
学
院
に
進
学
。
現
在
、
修

士
論
文
執
筆
に
向
け
て
、
勉
学

中
。

『
教
養
学
部
案
内
２
０
２
１
』

25
頁
に
紹
介
記
事
あ
り
。

け
や
き
賞
受
賞
者

む
つ
め
ゴ
ル
フ
会
は
２
０
０
６

年
に
発
足
、
全
５
学
部
卒
業
生
、

教
職
員
が
参
加
、
同
窓
生
の
懇
親

を
深
め
て
い
ま
す
。
昨
年
は
コ
ロ

ナ
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
以
下
の
よ
う
に
開
催
予
定
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

■
日
程

２
０
２
１
年
11
月
中
旬

■
場
所

大
宮
国
際
Ｃ
Ｃ

川
越
線(

埼
京
線)

指
扇
駅
北
口
よ
り

ク
ラ
ブ
バ
ス

※
け
や
き
会
Ｈ
Ｐ

で
も
詳
細
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

む
つ
め
ゴ
ル
フ
会

むつめゴルフ会の

FACEBOOKはこちら

←（大会情報も）


